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夏
の
ふ
れ
あ
い
と

地
域
の
ち
か
ら

夏
休
み
に
入
る
直
前
の
土
日
に
は
三

鷹
商
工
会
主
催
の
「
商
工
ま
つ
り
」
が

市
役
所
中
庭
で
開
か
れ
、
夏
休
み
に
入

っ
た
直
後
の
土
日
に
は
、
三
鷹
市
商
店

会
連
合
会
主
催
の
「
む
ら
さ
き
祭
り
」

が
市
立
第
四
小
学
校
の
校
庭
で
開
か
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
、

交
通
安
全
対
策
地
区
委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

お
や
じ
の
会
な
ど
の
連
携
に
よ
る
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や
夏
祭
り
が
、
各
学

校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
内
で
は
ほ
と
ん
ど
消
滅

し
た
と
言
わ
れ
る
青
年
団
が
、
大
沢
、

新
川
宿
、
牟
礼
の
三
地
域
で
活
動
を
継

続
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
納
涼
盆
踊

り
大
会
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

各
町
会
・
自
治
会
、
商
店
会
、
社
会

福
祉
施
設
な
ど
で
も
納
涼
盆
踊
り
大
会

や
夏
祭
り
を
実
施
し
て
い
て
、
地
域
活

動
の
伝
統
と
厚
み
を
感
じ
ま
す
。

今
年
は
特
に
ゆ
か
た
姿
の
児
童
、
生

徒
や
親
子
連
れ
も
目
立
ち
、
本
当
に
ほ

ほ
え
ま
し
い
限
り
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
季
節
の
風
物
詩
で

あ
る
行
事
の
継
続
に
一
致
協
力
し
て
努

め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
文

字
通
り
支
え
合
い
と
信
頼
の
「
地
域
の

ち
か
ら
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

盆
踊
り
に
欠
か
せ
な
い
太
鼓
を
、
や

ぐ
ら
の
上
で
た
た
く
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
い
ま
す
し
、
踊
り
を
リ
ー
ド
す
る

中
学
生
の
晴
れ
姿
も
す
て
き
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
思
い
出
の

ペ
ー
ジ
に
、
し
っ
か
り
と
「
地
域
の
ふ

れ
あ
い
」
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
本
当
に

う
れ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

市 長 コ ラ ム

三鷹市長

「地域ケアネットワーク・井の頭」
の活動が進んでいます

傾聴ボランティア養成講座受講生募集
対象は原則として全回出席できる方。ロール
プレイングなどの実践を重視した講座です。講
師はＮＰＯ法人ホールファミリーケア協会、臨
床心理士ほか。受講後は地域のために傾聴ボラ
ンティアとして活動していただきます。
u日程は別表のとおり。市役所、福祉会館、公
会堂別館で。定員20人。
s8月18日f（必着）までに往復はがきに住所・
氏名・電話番号・年齢を記入し「〒181-8555三
鷹市社会福祉協議会地域係（福祉会館内）」へ
申し込む（申込多数の場合は抽選）。

e同係@46－1108

傾聴（ ）ボランティア
活動を推進します
孤独感や将来への不安感から寂

しい思いをしている高齢者などの
それまでの生き方に敬意を払い、
耳を傾けることを「傾聴」と言い
ます。
市では、こうした「聴く」技術

を身につけた方によるボランティ
アの養成を行い、支えあいの活動
をおこなっていただく「傾聴ボラ
ンティア」事業の取り組みを推進
していきます。

気軽にお越しください
相談サロンを開催しています
将来への不安や生活
で困っていること、介
護保険に関することな
どを相談する「相談サ
ロン」を今年の１月か
ら、井の頭コミュニテ
ィセンターを会場に開
設しました。
地域ケア事業の準備
段階での調査から、井
の頭地域の介護認定者
のうち、要介護・要支援１の約20％の方が閉じこも
りの状態で、6割近くの方が健康に不安を抱えている
ことがわかりました。このような現状を踏まえ、地域
における身近な相談場所として、ネットワークの構成
員などが問題の解決にあたっています。また、3月か
らは、市の福祉・防災出張相談窓口も、相談サロンに
併せて開設しています。
u毎月第2火曜日・第4金曜日午前10時30分～午
後3時（福祉・防災出張相談窓口は第4金曜日のみ）。

地域ケアネットワーク�

住民協議会�

社会福祉協議会�
ほのぼのネット�

医師会�
歯科医師会�
薬剤師会�

給食ボランティア�
シルバー人材センター�

老人クラブ�

町会、自治会�
商店会�

地域包括支援センター�
障がい者地域自立生活支援センター�

子ども家庭支援センター�
福祉事業者�

行政機関�
（市、警察、消防、保健所など）�

民生児童委員�

地域住民�
（高齢者・障がい者・子育て家庭など）�

地域ケアとは、普段の生活や将来に不安や問題を抱える高齢
者や障がい者、子育て家庭を地域の中で見守り、支え合ってい
くためのネットワークを作り、いつまでも安心して暮らしてい
ける、新たな支援の仕組みを作り上げていくことです。
現在、地域ケアの推進組織として「地域ケアネットワーク・
井の頭」があり、地域で福祉活動を担う団体や、医療機関、官
公署などと市がネットワークを構築し、協働で支えあいのため
の活動に取り組んでいます。
こうした活動の一環として今年の１月には、地域における身
近な相談場所として相談サロンを開設しました。また、今後こ
の活動を市内全域に拡大するため、傾聴ボランティアの養成に
も取り組んでいきます。
e高齢者支援室@内線2620

人で暮らせるまち
一

高齢者等地域
ケアサポート
推進モデル事業

傾聴ボランティア養成講座日程表
9月 7日e、11日b、19日c、25日b

10月 3日c、5日e、10日c、12日e、17日c、19日e、
26日e、28日g、31日c

11月 2日e、4日g、7日c、11日g

※月～金曜日は午後6時30分～8時30分、土曜日は午後2時～6
時。

けい
ちょう

んみ なで支えるまち

納涼盆踊り大会にて


